
全国軟式野球連盟は2019 年 1月、小学生の学童野球で投手の投球数を
1日70 球までとする球数制限を今年から導入する意向を示した。高校野球でも
新潟高野連が春季県大会で球数制限の導入を決めており、成長期の児童、生

徒へのひじや肩の故障を防ぐ取り組みが広がりつつある。
成長期の子どもは人により体格に差があるため、球数制限の球数を統一すべ

きでない。また、コーチらは小学生のうちに将来をつぶしてしまうような怪我をさせ
てはいけないが、現場ではその考え方は浸透していない。治療のため休むこと
は、勝ちたい、上を目指したいと考えている指導者や親、さらには選手本人には
受け入れがたい。親や指導者からの期待が高く児童から休みたいことを表現で
きず治療に参加しないケースもある。少子化により一人の児童にかかる負担が増
えている、などさまざまな意見が出ている。

夢を持ってスポーツに取り組み、大人のエゴで将来をつぶされる児童生徒を少
なくする投球数制限には賛成だ。
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医師の7割が児童・生徒への
投球数制限に賛成




